
県西地域を中心にイネ縞葉枯病の発生が問題となっ

ており、普及センター管内でも発生は増加しています。

本病はヒメトビウンカという虫が媒介するウイルス

病です。発病後の治療はできないため、ヒメトビウン

カの防除が重要な対策となります。

【薬剤による防除】

・ヒメトビウンカに効果のある薬剤の育苗箱処理で、

発生を減少させることができます。

・地域全体でヒメトビウンカを減らすため、抵抗性

品種にも育苗箱処理を行いましょう。

・本病対象の空中散布を行わない場合、幼虫発生時期

(６月中～下旬：気象条件により異なる)に本田防除

を行いましょう。

【耕種的防除】

・イネ縞葉枯病の抵抗性品種を作付けしましょう。

・早めに秋耕を行い、再生イネを処理しましょう。

・水田周辺のイネ科雑草の防除を徹底しましょう。

図：イネ縞葉枯病の感染図

イネ縞葉枯病の防除対策をしましょう！

イネ縞葉枯病
対策マニュアル
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農業学園アグリ講座を開講します！

普及センターでは新規就農者や農業の基礎を

学びたい方を対象に、今年度も農業学園アグリ
講座を開講します。
この講座では、土づくりや病害虫防除等の

基礎知識の習得や情報交換の場づくりの支援
を行います。また、受講する方の要望を講座
内容に反映していく予定です。
参加者を募集しておりますので、詳しくは

普及センターまでお問い合わせください。
（担当：山﨑、山本）

病害虫・農薬講座
（R４年度）

土づくり講座
（R４年度）

6月 開講式・事例発表

7月 病害虫・農薬講座

9月 GAP講座

9月 土づくり講座

10月 マーケティング講座

11月 農業機械メンテナンス講座

12月 農業経営講座

1月 地区プロジェクト発表会

3月 経営振り返り

R4年度アグリ講座年間スケジュール（参考）
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経営課

（全域）

地域普及第一課

（結城市、八千代町）

課 長 袴塚 紀代美 （野菜経営）

専門員 渡邉 有里子 （果樹経営）

主 任 遠藤 雄大 （野菜経営）

主 任 柴原 裕介 （野菜経営）

主 任 稲毛田 優 （作物経営）

技 師 山本 天聖 （果樹経営）

地域普及第二課

（常総市）

課 長 張替 光樹（作物経営）

主 査 清水 裕 （野菜経営）

主 任 佐藤 潤次（作物経営）

技 師 入江 佳 （野菜経営）

技 師 横須賀 有紗（ ー ）

水野 仁志

※下線は今年度新しく赴任した職員

センター長 神原 幸雄

技佐（駐在） 梅谷 隆 （高収益作物生産振興）

課 長 荒井 浩明 （野菜経営）

主 査 糸澤 正 （経営および流通）

係 長 草間 かおり （庶務）

専門員 菅谷 俊之 （野菜経営）

技 師 山﨑 達也 （新規採用）

小島 謙治郎

柴久喜 百合子

会計年度

任用職員

会計年度

任用職員

会計年度

任用職員

普及センターでは、新規就農者を対象に、栽培技術情報や

交流の場を提供しています。そのため、過去１年の間に就農

した方の情報を募集しています。

ご家族やお近くに上記の方がいらっしゃいましたら、

普及センターまでご連絡ください。

（担当：糸澤、山本）

新規就農者の情報募集中

令和５年度 結城地域農業改良普及センター 職員構成

今年度もよろしくお願いします！！

令和５年度「結城農業かわら版」の発行に当たって

穏やかな過ごしやすい季節となり、いよいよ新年度がスタートしました。

しかし、新型コロナウイルス感染症は減少傾向にあるものの、ウクライナ情勢等の影

響と相まって物価高による農業資材の高騰など、少なからず地域農業への影響を及ぼし

続け今日に至っております。

当センターは、４月の人事異動により新たな顔ぶれ、所内体制となりましたが、経験

豊富なベテランからフレッシュな新規採用職員まで、それぞれの持ち味を生かしながら

農業の成長産業化を目指し、儲かる農業の実現に取り組むとともに、厳しい環境にも適

応し、力強く生き残る、そんな皆様の頑張りを応援してまいります。

「結城農業かわら版」は、本年度も身近な農業や農家の動き、普及センターの業務の

情報を、分かりやすく、タイムリーに、皆様にお届けしたいと思いますので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。

センター長 神原 幸雄


